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主な内容

　大田原市農業委員会の女性農業委員４名で 「チームあゆみ」を結成しました。
　大田原市イメージキャラクター 「与一くん」の妻 「愛弓（あゆみ）さん」は、愛ある家庭を築くと
いう思いが込められており、愛弓さんのように私たち女性農業委員も“愛ある楽しい農業を目指し
て！”との思いで命名しました。
　昨年から女性農業者のために何かできることはないかと話し合いを重ね、昨年６月には 「女性の
ための農機具講習会」を開催しました。 今年２月には意見交換を目的とした 「農業女子のつどい」
を企画しましたが、コロナの影響で中止となりました。今後も、女性農業者のためのイベント等を
企画していきますので 「チームあゆみ」をよろしくお願いいたします。

こんなと
きは

E-mail／nougyou@city.ohtawara.tochigi.jp

大田原市 OHTAWARA CITY

●農地を売るとき・買うとき
●相続等により農地の権利を取得したとき
●農地以外（住宅・小屋を建てる）に利用し
　たい
●農地を改良したい
●貸したい・借りたい・合意解約したい

女性農業委員『チームあゆみ』結成

（写真は 大田原産の農作物を手に 左から 与一くん、相馬委員、唐橋委員、屋代委員、瀧田委員、愛弓さん）

農業委員会事務局までご連絡ください。　
　　　　　　　☎23 - 8716
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昨
年
10
月
27
日
に
市
長
及
び
市
議
会
議
長
に
提
出
し
た
「
令
和
４
年
度
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書
」
に
対
し
て
、
本
年
１
月
５
日
に
市

長
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

令
和
４
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

令
和
４
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

  （
１
）
電
気
柵
設
置
事
業
に
か
か
る
予
算

　
　
　
拡
充

【
回
答
】

　

電
気
柵
や
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
防
護
柵
の

設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、市
予
算
の
範
囲
内
で
今
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
予
算
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  （
１
）
農
地
の
集
積
に
応
じ
た
補
助
事
業

　
　
　
の
創
設

【
回
答
】

　

現
在
も
農
地
バ
ン
ク
に
関
係
す
る
様
々

な
支
援
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
や
圃
場
整
備
事
業
の
推
進

に
合
わ
せ
て
制
度
の
周
知
と
有
効
活
用

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 （
１
）
就
農
後
の
短
期
離
職
防
止
に
向
け

　
　
　
た
資
金
、
技
術
面
へ
の
支
援
対
応

【
回
答
】

　

離
職
防
止
に
は
地
域
と
の
結
び
つ
き

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
な
ど

の
団
体
へ
の
加
入
を
勧
め
、
会
員
相
互

の
交
流
と
団
体
活
動
を
通
し
て
、
就
農

定
着
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

  （
１
）
公
的
無
利
子
無
担
保
融
資
制
度

　
　
　
の
拡
大

【
回
答
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
農
業
経
営
基

盤
強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）、
経

営
体
育
成
強
化
資
金
で
は
、
金
利
負
担

軽
減
措
置
や
実
質
無
担
保
措
置
が
あ
り
、

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
で

は
、
前
出
の
措
置
に
加
え
、
融
資
限
度

額
の
引
上
げ
や
償
還
期
間
の
延
長
を
実

施
し
て
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、Ｐ

Ｒ
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  （
２
）
米
価
浮
揚
に
向
け
た
国
等
へ
の

　
　
　
需
給
改
善
対
策
の
要
望
書
提
出

【
回
答
】

　

本
市
で
は
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
や
収
入
保
険
へ
の

加
入
促
進
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
価
の
下
落
分
を
補
て
ん
す

る
た
め
、
市
単
独
補
助
事
業
の
「
主
食

用
米
生
産
者
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

米
生
産
者
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
令

和
３
年
12
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
回
答
】

　

女
性
農
業
者
の
活
躍
に
向
け
、「
お
お

た
わ
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の

研
修
会
等
へ
の
参
加
促
進
や
農
村
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
に
携
わ
る
女
性
が
男

性
と
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
経
営

に
参
画
で
き
る
よ
う
家
族
経
営
協
定
事

業
と
合
わ
せ
、
女
性
農
業
者
に
対
し
認

定
農
業
者
へ
の
申
請
を
促
し
、
女
性
農

業
者
が
安
心
し
て
農
業
経
営
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
つ
い
て

２　

担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
に

つ
い
て

５　

女
性
農
業
者
が
安

心
し
て
農
業
経
営
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め

の
検
討

４　

コ
ロ
ナ
禍
の
コ
メ

需
要
減
少
に
よ
る
米
価

下
落
対
策

３　

新
規
就
農
・
新
規

参
入
の
促
進
に
つ
い
て

（
抜
粋
要
約
）

（
抜
粋
要
約
）

（
抜
粋
要
約
）

《10月27日市長室にて》
　左から 相馬委員、津久井市長、荒井会長、鈴木職代、
　渡邉推進委員長
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　初めて青色申告される方は、難しいと思われるかもしれませんが、白色申
告とは違って、税制上のメリットがあります。１０万円から６５万円の特別控
除、専従者給与経費算入、赤字の３年間繰越など、節税になります。何より
も自分の経営状態を把握できます。ぜひ青色申告をお勧めします。

青色申告 はじめてみませんか

青色申告を始めるためには？
　　　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、青色申告をしようとす
　　る年の３月１5日までに、 「所得税の青色申告承認申請書」を税務署に提出
　　する必要があります。
　　※令和４年３月１5日までに承認を受ければ、 令和４年分（令和５年３月申
　　　告期限分）から青色申告をすることができます。

 
　大田原地域農業青色申告会は大田原税務署管内の青色申告をしている農業者で組織されてお
り、 農業経営の向上や会員相互の親睦を図ることを目的としています。
　主な活動としては、 農業簿記記帳指導や確定申告書の提出指導、 税制改正の情報提供等を行
っていますので、 青色申告を始める際には併せて青色申告会への加入をお勧めします。
　指導会は年に１０回程度開催されます。 ベテランの農業者が指導にあたるほか、 確定申告時期
には税理士による指導を受けることができます。 パソコンを用いた記帳指導等にも対応できま
すのでお気軽に事務局へお問合せください。

　農地を取得する場合、権利取得後の面積は原則50アール（須賀川地
区は30アール）以上必要です。今回、令和4年1月1から、「空き家に付属
する農地」に限り、この要件を1アール（100㎡）以上に緩和しました。空
き家に移住し家庭菜園等を始めたい方が農地を取得することにより、
遊休農地の解消や農村環境の保全そして新規就農の促進を図ります。

農地付き空き家の登録・取得には、事前に手続きが必要ですので、下記担当まで、ご連絡ください。
　　　● 空き家に関すること（農地付き空き家の登録・取得受付を含む）　建築住宅課　23-8724
　　　● 農地に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会事務局　23-8716

農地付き空き家を「買いたい・借りたい」、
「売りたい・貸したい」方へ 

【改正後の下限面積】
一定の要件を満たす場合
１アール（100㎡）

農業経営者の皆さんへ

お問い合わせ　大田原地域農業青色申告会大田原支部事務局（農業委員会事務局） ☎２３－８７１６

　当青色申告会は、 会員数３００名を誇る組織です。 指導員が
親身になり相談に乗りますので、 ぜひこの機会に加入をご検
討ください。
　青色申告することで、経営所得安定対策等交付金を農業経
営基盤準備金として積み立て、 トラクター・機械・農用地な
どを取得する場合、  必要経費となる課税の特例もあります。

大田原地域農業青色申告会について

大田原地域農業青色申告会
大田原支部　
　　秋本則夫支部長

　郡司裕一副支部長

会費は年間
５,０００円
です

指導会の様子

農地付き空き家
バンクホームページ
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農業経営に役立つ情報満載
くらしに役立つ話題満載
「週刊」の特性を生かした解説記事
月１回は充実した栃木県版記事
毎週金曜日に届きます。

購読のお申し込みは、農業委員会事務局（２３―８７１６）まで

気になる方は
無料の見本誌を

申込み

購読料は
月額700円（税込み）

●

●

●

●

●

読み応えあります 全国農業新聞
トラクターを 施錠した倉庫にしまおう
盗難の多くは田んぼや畑で発生しています。

トラクターに 鍵をかけよう
盗まれているものの多くは施錠されていませんでした。

トラクターなどには 目印をつけよう

トラクターの盗難被害が発生していましていますす!!しています!
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　とちぎ女性農業委員の会総会・研修会に女性委員４名が出
席しました。
　総会議事は滞りなく承認されました。来年度は「関東ブロッ
ク女性農業委員研修会」が栃木県で開催となるので、多くの女
性委員さんをお迎えして盛大な研修会になりますように一致
団結して取り組んでいくことが確認されました。大田原市農
業委員会としてもどのようにアピールできるか検討していき
ます。研修会の講演では、 「女性の持つ視点」を生かした活動・
取り組みが求められることについて話され、大田原市では４名
の女性委員がグループを作り頑張っているので、実践できてい
ることを確認しました。さらに頑張っていきたいと思います。
　最後に、グループ意見交換を高根沢町の２名の女性農業委
員さんと共に行いま
した。地域は違って
も抱えている問題点
に変わりがなく、今
後も交流を深めなが
ら前向きに進んでい
きましょうと、終了
いたしました。
　（文：相馬和恵）

農業委員　助川悦夫（小滝）
　「中田原地区」と「羽田・乙連沢・小滝地区」の２地区で、
話し合いを行いました。
　「中田原地区」では、阿久津推進委員から地域の耕作者
が示された地図をもとに地区ごとの耕作状況、土地改良
区の進捗状況や宅地化などの説明がありました。宅地化
による農地の減少は少なからずあるとしても、地区全体で
耕作放棄地はほとんどなく、若い担い手や規模拡大希望の
農家を中心に、今後も耕作を続けていける状況でした。
　「羽田・乙連沢・小滝地区」では、松本推進委員の声掛
けにより区長を始め、集団長、大規模農家が集まり、話し
合いを実施しました。大部分は土地改良済みのエリアで、
耕作しやすい農地であり、近年では大規模法人が農地バ
ンクを活用し貸借が進んでいます。
　両地区とも米作主体農家が多く、米価下落が担い手の不
安材料でありますが、農地バンク等を活用し地区内での
貸借を循環していくことで耕作継続を目指します。

委員活動
報告

委員活動
報告

　今年度は昨年実質化とみなした  17地区で話し合いを行い､プランを作成しました。 そのプランは、
昨年度話し合いを行った24地区を含め、市ホームページで公表しました。  詳細は右記バーコードか
らご覧ください。
　来年度以降も、地域の変化に合わせて、継続して話し合いを行う予定ですので、皆様のご協力の程
よろしくお願いします。

12/9

　栃木県農業会議主催の農地利用の最適化推進のた
めの研修会が開かれ、栃木県農業会議の國井正幸会
長、全国農業会議所の山村氏の講演がありました。
國井会長は全国農業会議所の会長として、国との交
渉状況や今後の農業委員会の方向性を示した話があ
り大変参考になりました。
　講演では、これからの農地利用最適化の取り組み
について傾聴し、地域での農地の見守り活動とセッ
トで声掛け活動の重要性が示されました。
　また、人・農地プランの話し合いでは農家のみな
らず地域、集落全体が担い手となり、10年後を見据
えた計画を立てることが大切であると感じました。  
　　　　　　　　　　　　　　　（文：屋代幸子）

農業委員・農地利用最適
化推進委員研修会開催11/8 とちぎ女性農業委員の会　

総会・研修会に参加して12/9

人・農地プランの取り組みについて vol.210/25～12/ 1

10/25・11/ 2 11/ 29
農業委員　鈴木賢一 （桧木沢）
　蜂巣・桧木沢地区は、生産組合長や自治会長、認定農業者
の８名と室井推進委員と私の計10名で話し合いをしました。
　蜂巣・篠原は、大部分が土地改良済の地域であり、耕
作条件がよく、意欲ある大規模農家が多く、後継者もお
り、10 年後の農地は比較的安心とのことでした。
　一方、桧木沢は、集落営農組織があり、作業受委託や
機械・施設の共同利用により効率化を図っていますが、
耕作者の高齢化が進み、後継者も少なく、担い手の問題
が挙げられていました。 地区の大部分は土地改良済みで
すが、区画が小さく、
水利の老朽化等の問
題があり、再基盤整
備に向け、話し合い
を継続していきます。

▲ 蜂巣・桧木沢地区の話し合い

公表状況
ホームページ

  

▲高根沢町の女性委員と意見交換

話し合いに参加して

【農政課より】

▶
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

　
　

農
業
委
員
、
推
進
委
員
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第３弾

　若い農業者の皆さん、ぜひこの機会に加入をご検討ください。
　詳しくは農業委員会事務局または最寄りのＪＡの窓口までお問合せください。　  （担当／越沼　良）

白菜収穫
　に感謝

３月下旬から

種まき準備です

５月上旬

から茶摘み

が始まります

ねぎの

収穫作業

がんばります
！

農業委員　瀧田　歌子 （南金丸）
地域のために農業委員会とＪＡと連携をと
りながら活動していきたいと思います。
女性農業者の取り組みにも力を入れて

活動していきます。

須賀川地区は高齢化と後継者不足に直面して
います。 「５年先はわからない」 の声の中、農
　　地をどのように管理していくかは、地
　　　域継続に直接影響を及ぼすと
　　　　考えられます。この難題に　　　　　
　　　　　　　立ち向かいます。

推進委員として２年目になりました。
人・農地プランの話し合いから出た地域の
　課題について農業委員・地域の方々 と
　　協力しながら、実現できるように
　　　努力していきたいと思います。 
　　　　　よろしくお願い致します。

農業委員　笹沼　保治 （河原）　
一昨年は、各地区で人・農地プラン実質化に向けて
　の話し合いを行い、農業者の高齢化、担い手の減
　少、鳥獣被害など多くの問題点について話し
　　合いました。 今後も耕作放棄地や遊休
　　　農地の発生防止に推進委員の方々

と協力し、大切な農地を守って
いきたいと思います。

【若い農業者の方が加入しやすいように保険料を引き下げ】　令和４年１月１日から
●35歳未満で認定農業者に該当しない等の一定の要件を満たす方は、保険料の納付下限額を２万円から１万円に引き
　下げられます。

【農業者年金の受給開始時期の選択肢が広がります】　令和４年４月１日から
●農業者老齢年金については、65歳以上75歳未満の間で、受給開始時期を選択（裁定請求）することができるようにな
　ります。
●特例付加年金については、受給要件を満たしていれば、いつでも受給開始時期を選択（裁定請求）する
　ことができるようになります。（受給開始年齢の上限はありません。）

【農業者年金の加入可能年齢を引き上げ】　令和４年５月１日から
●現在農業者年金に加入できるのは年間60日以上農業に従事する方で20歳以上60歳未満の国民年金
　第１号被保険者ですが、65歳未満まで加入できるようになります。  （ただし、国民年金の任意加入者
　で保険料納付済み期間が40年に満たない60歳以上65歳未満の方）

農業者年金制度の改正のポイント
❶

❷

❸

農業委員・推進委員の素顔　
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農地利用の最適化推進に取り組む

推進委員　菊池　義治 （須賀川）推進委員　森　 浩一 （実取）



これから就農する方へ
のメッセージ

　夫の隆司さんが以前から加入していましたが、将
来のことを考え、妻の智美さんも昨年加入しました。
「支払った保険料全額が社会保険料控除の対象となり、
税制面での優遇が大きいことが魅力だと思います。」
と智美さん。

連載

　農業は楽しいです。 日々自然と向き合う中で、 その
温かさや力強さを感じ、 時には厳しさを教えられます。
しかし、 底知れぬ面白味が詰まっていると思います。 
ともに学び、 笑い、 日本の食を支えていきましょう！

よろしくお願いします

　就農前にCAFE SHOZOで働いていた菊池さんは、
6年前に那須町の有機農家に於いて1年間の農業研修
を経て、「きくち農園」を始めました。
　東日本大震災や結婚を機に、生まれ育った自然豊か
なこの土地で、子育てをしながら、四季折々の作物を
育て、未来の人々へ豊かな土地と食文化を繋いでいき
たいとの思いが出てきたそうです。
　現在2㌶の畑で年間約200種類の野菜を、農薬や化
学肥料を使用せずに栽培し、全て直売しています。日本
各地の伝統品種や在来種にこだわり、美味しく個性豊
かな野菜を後世に残していきたいとのことです。

　3児の父で子育てをしながら奥さんとパートさん3
名で運営しています。
　また、農業経営等の新しい活動における着想やその
成果が評価され、令和3年度県農業大賞芽吹き力賞特
別賞をご夫婦で受賞されました。
　今後の目標は、きくち農園のファンを増やしていく
ことと、米・麦・大豆を中心とした穀物類を有機栽培
し、加工食品、発酵食品などの製造にも挑戦していき
たいそうです。 SNSでも発信していますので、フォロ
ーをよろしくお願いします。

第６回 菊池 大介さん（中野内）

（ 聞き手：笹沼保治 ）

『“那須の春香うど”のサラダ』『“那須の春香うど”のサラダ』

◀旬の野菜10品を詰め合わせた
　季節の野菜セットを直販

１．
２．
３．

４．

５．

作り方

うどは皮をむき短冊切りにする。
ブロッコリーを子房にわけ、茹でる。
玉ねぎは薄切り、にんじんは千切りにする。水菜は
長さ3㎝位に切る。
ドレッシングの材料をすべてボウルに入れ、泡立て
器で混ぜ合わせる。
１～３の野菜を盛り付け、ドレッシングをかければ
完成♪                           　　　　　　　　 （文：屋代幸子）

手作り甘酒生姜
　ドレッシングがけ・那須の春香うど…100ｇ

・ブロッコリー……1/2株
・たまねぎ………1/２個
・にんじん…………少々
・水菜………………少々

材料（4人分）

・甘酒…………大さじ3
・しょう油………大さじ1
・ 酢……………大さじ1
・ゴマ油…………大さじ2
・生姜すりおろし…小さじ1
・白いりゴマ……小さじ1

〔
サ
ラ
ダ
〕

〔
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
〕

春の香りと
シャキシャキ食感を
楽しんでみませんか。

　令和４年になってもコロナはおさまらず、生活環境、活
動もかわりました。 春にむけて、慌ただしい時期になり、
稲作の準備と春野菜、アスパラ、うどなどが出ます。
  農業委員会だよりも年に３回発行で、隈なく農業委員の
活動報告ができるようにと編集委員一同頑張っています。

編 集 後 記

【農業委員会だより編集委員会】（農政班）助川悦夫・阿見芳・
笹沼保治・屋代幸子・秋本則夫・相馬和恵・髙瀨隆至・越沼良

加入のご相談は農業委員会事務局またはＪＡ窓口まで

木村 隆司さん(40)・智美さん(40) （湯津上）

お父様からのお声掛けも
加入のきっかけに
なりました！

積み立て
ながら
節税が魅力

で豊かな未来をで豊かな未来を農 業 者 年 金農 業 者 年 金
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今回は大田原市中野内にお住まいの「菊池大介」さん（39歳）をご紹介いたします。

地産地消レシピ
紹介♪

今が
旬の


